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●アウトライン 

１．「放蕩息子」のたとえ話 

 ・キリストが「放蕩息子」のたとえ話をされた背景 

 ・弟息子の旅立ちと父の悲しみ 

 ・「放蕩の限りを尽くす」＝「救いのない生活を送る」 

 ・人生のどん底を経験して、我に返った弟息子 

２．父なる神の愛 

・「もう息子と呼ばれる資格はない」と思っていた弟息子 

・しかし、父親は彼を赦し、息子として迎え入れ、喜びの祝宴を開く。 

・天の父なる神は、この父親のように、私たち一人一人のことを子どものように愛してお

られる。 

・神はいつも怒っているお方なのか？ 

・私たちの帰りを待っておられる神 

  

●聖書箇所 

【ルカによる福音書 15章 1-2節、新約聖書138ページ】 

「徴税人や罪人が皆、話を聞こうとしてイエスに近寄って来た。すると、ファリサイ派の

人々や律法学者たちは、『この人は罪人たちを迎えて、食事まで一緒にしている』と不平を

言いだした。」 

 

【イザヤ書 49章 14-15 節、旧約聖書1143ページ】 

「シオンは言う。主はわたしを見捨てられた／わたしの主はわたしを忘れられた、と。女が

自分の乳飲み子を忘れるであろうか。母親が自分の産んだ子を憐れまないであろうか。た

とえ、女たちが忘れようとも／わたしがあなたを忘れることは決してない。」 

 

 


